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船舶事故調査報告書 

 

平成２４年５月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

委   員  庄 司 邦 昭 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 不明（平成２４年１月１７日 １５時４０分ごろ～１５時４５分ごろの

間） 

発生場所 三重県尾鷲市尾南曽
お な そ

鼻
はな

東方の西コージ岩付近 

尾南曽鼻灯台から真方位１０９°３００ｍ付近 

（概位 北緯３４°０４.９′ 東経１３６°１６.２′） 

事故調査の経過 平成２４年１月１９日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者としての船長からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したた

め行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 光栄
こうえい

丸、０.５トン 

ＭＥ３－５７１２４（漁船登録番号）、個人所有 

６.８０ｍ（Lr）×１.５０ｍ×０.４０ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、２７kＷ（漁船法馬力数）、昭和６３年８月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６８歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 昭和５０年３月２８日 

免許証交付日 平成２０年８月２１日 

（平成２６年４月２５日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 船首船底部破口、船首船底左舷側防舷帯一部脱落及び推進軸曲損 

 事故の経過 

 

本船は、船長が１人で乗り組み、平成２４年１月１７日１５時００分ご

ろ僚船８隻と共にえび刺網漁のために尾鷲市須賀利漁港を出港した。 

船長は、１５時４０分ごろ、尾南曽鼻東方の東コージ岩付近において、

えび刺網の仕掛けを終え、１隻の僚船の後に続いて須賀利漁港に向かって

帰途についた。 

本船は、１５時４５分ごろ、他の僚船により、西コージ岩付近に無人で

乗り揚げているところを発見された。 

船長は、１９日０８時２４分ごろ、尾南曽鼻東方の西コージ岩周辺にお

いて、巡視船の潜水員により発見され、医師による検死の結果、溺死と検

案された。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西南西、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約５０cm、潮汐 約８１cm（尾鷲） 

 その他の事項 本事故の目撃者はいなかった。 

船長は、膨張式救命胴衣（以下「本件胴衣」という。）の上に合羽を着用

していた。 
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 本件胴衣は、手動用の紐のほかに水を感知して自動膨張する機構であっ

たが、膨張していなかった。 

海上保安庁及び漁協関係者の情報によれば、本船には、他船との衝突痕

は認められなかった。 

船長は、本船の乗揚場所付近で発見された。 

本件胴衣の取扱説明書の警告には、外衣として着用する旨が記載されて

いた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

不明 

不明 

本船は、１５時４０分ごろ須賀利漁港へ帰航を

始め、１５時４５分ごろ西コージ岩付近に乗り揚

げているところを発見されたことから、この間に

おいて、須賀利漁港へ帰航中に西コージ岩付近に

乗り揚げたものと考えられるが、船長が死亡した

ことから、乗揚に至った状況を明らかにすること

はできなかった。 

船長は、溺死した。 

船長は、落水して溺水したものと考えられる

が、溺水に至った状況を明らかにすることはでき

なかった。 

船長が着用していた本件胴衣は、膨張していな

かったが、その理由を明らかにすることはできな

かった。 

原因 本事故は、本船が漁を終え、須賀利漁港へ帰航中、西コージ岩付近に乗

り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

・膨張式救命胴衣は、着衣の上に着用すること。 

 




